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[発表の概要] 

 本研究では、皮膚細胞の中でも表皮を形成し、人の美しさの最外殻を担うヒト角化細胞 HaCaT 細

胞を用いて、日本や東アジアに分布するシダ植物、イワヒバの美容効果における機能性を明らかにす

ることを目的とした。研究の結果、イワヒバの水抽出画分において、HaCaT 細胞の増殖亢進効果を

見出した。また、皮膚における大きなストレス源である UVB 障害からの保護作用を確認した。 

100%EtOH 抽出画分においては、エタノールからの保護作用が示唆され、皮膚のバリア機能向上に

おけるポテンシャルを見出した。 

 

[成果] 

 イワヒバの機能性化粧品の有用素材としての可能性を見出した。今後はイワヒバの化粧品への応用

に向けて、含有成分についての検討をしていくことが今後の課題である。 

 

https://www2.aeplan.co.jp/jsnfs2022/img/common/abstracts_20220518.pdf 
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